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介
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ど根性で
合同
会社ど根性ファーム －創業10周年記念－

貫いた10年
創
業
当
時
、
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
と
グ

ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
創
心
會

（
医
療
・
福
祉
事
業
）で
は
、
障
害
者
・
要

介
護
者
等
を
対
象
と
し
た
自
立
支
援
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
社
会
参
加
支
援
の
場
と

し
て
農
業
を
行
う
こ
と
を
構
想
。
同
時
に

農
業
の
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
増

加
な
ど
、
農
業
分
野
や
地
域
課
題
に
も
貢

献
し
た
い
と
考
え
、
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
医
療
・
福
祉
職
が
一
か
ら
農
業
を
学

ぶ
こ
と
は
、
障
害
者
福
祉
事
業
者
の
農
業

参
入
や
農
業
法
人
が
障
害
者
雇
用
を
行
う

事
例
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
と
し
て
は
、

医
療
・
福
祉
事
業
者
が
自
立
支
援
の
場
と

し
て
農
業
法
人
を
興
す
例
は
珍
し
く
、
多

く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
農
業
経
験
の
な

い
私
た
ち
医
療
・
福
祉
事
業
者
が
挑
戦
す

る
こ
と
を
危
惧
す
る
声
も
少
な
か
ら
ず
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
へ
の
挑
戦
は
、
障
害
者
・
要

介
護
者
等
が
自
然
の
中
に
出
て
、
直
に
土

に
触
れ
、
植
物
を
育
て
る
こ
と
に
よ
る
癒

し
効
果
が
期
待
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
一

人
ひ
と
り
の
可
能
性
や
活
躍
で
き
る
未
来

を
探
り
、
同
時
に
社
会
課
題
で
あ
る
耕
作

放
棄
地
や
休
眠
し
て
い
る
農
地
を
有
効
活

用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
本
格
的
な
生
産
規
模
に
な
れ
ば
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
も

期
待
で
き
る
と
―
。私
た
ち
の
挑
戦
は
、

正
に
地
域
の
未
来
を
開
拓
す
る
こ
と
な
の

だ
と
使
命
を
感
じ
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

農
業
と
福
祉
事
業
の
両
立
は
挑
戦
の
連

続
で
し
た
。
始
め
は
グ
ル
ー
プ
内
の
介
護

施
設
の
給
食
事
業
と
、
材
料
供
給
の
た
め

の
野
菜
作
り
を
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
人
で
も
多
く
の
障
害
者
・
要
介

護
者
の
参
画
に
は
、
そ
れ
な
り
の
生
産
規

模
や
作
業
の
合
理
化
を
目
指
す
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
色
々
と
模
索
し
た
結

果
、ま
ず
は
給
食
事
業
を
安
定
的
に
運
営

す
る
こ
と
。農
業
分
野
で
は
、年
中
栽
培
可

能
で
販
路
が
広
い
青
ネ
ギ
栽
培
に
絞
り
込

み
ま
し
た
。
更
に
、
農
産
加
工
場
を
笠
岡

市
に
設
け
、
収
穫
し
た
青
ネ
ギ
で
６
次
産

業
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。結
果
、地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
に
卸
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
給
食
事
業
で
培
っ

た
製
造
力
を
活
か
し
て
、
２
０
２
１
年
か

私
た
ち
が
目
指
す
農
業
と
福
祉
の
﹁
現
在
﹂
と
﹁
未
来
﹂

ら
は
地
元
ス
ー
パ
ー
等
へ
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
の
カ
ッ
ト
野
菜
の
O
E
M
受
託
を
始

め
ま
し
た
。
弊
社
が
10
年
間
変
わ
ら
ず
に

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
障
害
や
年
齢

に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
就
労
参
画
で
き
、

居
場
所
・
出
番
・
可
能
性
の
拡
大
を
支
援
し

続
け
る
こ
と
で
す
。
農
福
食
の
循
環
型
モ

デ
ル
の
構
想
は
、
分
野
の
枠
を
超
え
て
、

日
本
社
会
の
課
題
解
決
を
図
れ
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
は
、

地
域
や
経
済
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
今

後
は
よ
り
強
靭
で
持
続
可
能
な
農
業
の

推
進
と
、よ
り
多
く
の
人
々
の
社
会
参
加
を

広
め
ら
れ
る
よ
う
農
業
技
術
の
近
代
化

を
目
指
し
ま
す
。
2
0
4
0
年
の
創
心
會

グ
ル
ー
プ
の
未
来
を
担
い
、
理
想
社
会
の

実
現
に
向
け
て
挑
戦
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
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創
業
10
周
年
に
寄
せ
て

2
0
1
2
年
4
月
に
創
業
以
来
、
農
地
所
有

適
格
法
人
「
合
同
会
社 

ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
」
が

10
周
年
を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
取
引
先
の
皆
様
、
就
労
支

援
事
業
所
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
農
業
・
福

祉
関
係
機
関
・
各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
理
解
と

お
力
添
え
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
2
0
1
0
年
、
社
員
た
ち
と

始
め
た
小
さ
な
畑
で
の
農
業
体
験
か
ら
、
わ
ず

か
2
年
で
農
業
を
専
門
と
す
る
法
人
の
起
業
。

事
業
の
安
定
に
向
け
、
思
い
切
っ
て
加
工
場
を

増
設
し
、
何
と
か
黒
字
化
で
き
た
と
胸
を
な
で

お
ろ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
西
日
本
豪
雨
で

被
災
し
、
精
魂
こ
め
て
作
っ
た
ネ
ギ
が
全
滅
。

そ
こ
か
ら
、
今
日
ま
で
社
員
た
ち
が
見
事
に
復

興
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
も
あ
の
頃
が
、

ほ
ん
の
つ
い
最
近
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
医
療
・
介
護
事
業
と
は
異
な
り
、
作

物
は
私
た
ち
の
働
き
や
す
い
時
間
に
合
わ
せ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
社
員
や
株
式
会
社
リ
ン
ク
ス

ラ
イ
ヴ
の
就
労
支
援
事
業
所
の
皆
様
は
、
常
に

自
然
環
境
と
格
闘
し
な
が
ら
、
こ
の
10
年
を
支

え
て
く
れ
ま
し
た
。
C
O
V
I
D

－

19
が
発
生

し
て
か
ら
３
年
が
経
ち
、
今
も
な
お
、
経
済
情

勢
、
住
民
生
活
に
も
我
慢
の
時
期
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
変
わ
ら
ず
お
取
引
を

続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
企
業
の
皆
様
、
弊
社

の
商
品
を
ご
愛
顧
く
だ
さ
っ
て
い
る
消
費
者

の
皆
様
に
は
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
人
々
の
生
活
や

社
会
の
機
能
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
農

業
と
福
祉
の
新
た
な
一
歩
を
照
ら
し
て
ま
い

り
ま
す
。
10
年
と
い
う
歳
月
を
積
み
重
ね
、
よ

り
地
域
に
根
差
し
た
企
業
へ
と
、
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
き
た
も
の
を
大
切
に
し
、
社
員
一
同

さ
ら
な
る
研
鑽
を
積
み
、
地
域
の
皆
様
に
一
層

お
役
立
ち
で
き
る
よ
う
努
め
る
所
存
で
す
。
今

後
と
も
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
同
会
社
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム

代
表
社
員

二
神 

雅
一

創
成
期

2012年４月創業。玉野市内
の耕作放棄地で四季折々の野
菜を栽培。同時に獲れた野菜
も活用できるようにと給食事
業もスタート。株式会社創心
會他、地域の介護施設に月間
10,000食を提供。生産過程
にはグループ企業の障害者就
労継続支援事業所Ａ型の障害
者・高齢者が関わった。野菜
栽培では障害者らの作業機会
と収入の安定とを両立するた
め、2013年12月から、笠岡
湾干拓地で生鮮青ネギの栽培
に絞り農業事業を再スタート。

平
成
24
年
〜

20
12

ど
根
性
フ
ァ
ー
ム

十
年
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

�������
�������

成
長
期2014年10月に国から６次産業化認定を

受け、2015年７月から笠岡市に加工工
場を開設し、青ネギに加えカットネギ販売
を開始し大幅な収益増加で黒字化。
2017年８月、作業委託しているグループ
企業の就労継続支援事業所Ｂ型をＡ型
（雇用型）に転換。生産意識が向上し、平
均賃金が５万円に増加し、求人や近隣農
家から作業連携の依
頼が来るようになり、
障害者の就労機会の
拡大につながる。

平
成
27
年
〜

20
15

成
熟
期

2018年７月豪雨に笠岡市の農場が被災
し、栽培していたネギが全滅、被害総額は
2,000万円にのぼった。しかし、農場も加
工場も閉鎖することなく稼働させ、就労す
る障害者等の雇用を守り抜くことに必死
であった。翌2019年３月には、これまで
の農福連携の実績から、農林水産省「６次
産業化アワード奨励賞」を受賞。2020年
２月中四国農政局「農山村の宝」を受賞。

平
成
30
年
〜

20
18

第
二
次
創
成
期

2021年７月からパートナー企業と連携し、給食提供の形態を転換。高い製造技術で高齢者の健
康需要に答える給食と、災害時の対応力を強化。また、農業委託しブランド米（にこまる）の栽培
を開始。株式会社創心會の介護施設に供給しています。同年12月からは、岡山市でカット野菜事
業（地元スーパーマーケットのプライベートブランドの製造委託）を開始。稼働から２ヵ月目には、
１日1,000袋を生産できるようになる。同時に消費期限を延ばすことのできる加工技術の開発に
至りました。また、2021年９月に青ネギが農林水産省「ノウフクJAS」に岡山県内では第１号に
認証された。2022年６月からは、笠岡市で苺の栽培を開始する予定で、12月に初出荷を目指し
て準備の真っ只中です。今後は、より労働者の付加価値を高めていくために、農業技術の近代化
にも挑戦し、2040年の創心會グループ未来ビジョンを実現化する決心である。

令
和
3
年
〜

20
21

笠岡市に加工場を増設
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相
談
支
援
事
業
所
は
そ
の
相
談
対
象
や

ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
役
割
が
分
か
れ
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
の
障
害
者
自
立
支
援
法
・

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス・障
害
児
通
所
支
援
を
利
用

す
る
す
べ
て
の
利
用
者
の
方
に
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
又
は
障
害
児
支
援
利
用
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
・
障
害
児
支
援
利
用
計

画
は
、
障
害
者
本
人
、
家
族
、
支
援
者
が

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

複
雑
な
制
度
や
手
続
き
を
理
解
す
る
特
定

相
談
支
援
事
業
者
に
任
せ
る
と
安
心
で
す
。

専
従
の
相
談
支
援
専
門
員
に
よ
り
、
障
害

者
等
の
暮
ら
し
の
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
繋
げ
、
支
援
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
相
談
支
援
事
業
所
で

は
、
相
談
支
援
専
門
員
が
障
害
等
の
あ
る

方
の
相
談
に
応
じ
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
ご
提
案
や
調
整
、
そ
の
他
生
活
に
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
ご
利
用
者
様
の

心
身
の
状
況
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
や
生

活
、
将
来
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
が
し
た
い

か
等
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
そ
の
方
の
希

望
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
書
を

作
成
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
必
要
な
申
請
等
の
お
手
伝
い
を
行

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
で
き
な
い
理
由
を

見
つ
け
て
諦
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

そ
の
方
の
力
が
発
揮
で
き
る
環
境
を
一

緒
に
整
え
る
事
を
大
切
に
し
ま
す
。

障
害
者
相
談
支
援
部
門

部門
紹介

����

11

計
画
相
談
支
援
、障
害
児
相
談
支
援

障害福祉サービスの相談、
ケアプランの作成他

障害のある人のサービス等、利用計画について相談及び計画作成をし、
自立した日常生活、又は社会生活を送れるよう支援します。
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就労支援、
訓練・リハビリ他

障害者が就職と就業に必要な知識、能力を身につける職業訓練を提供し、
「就労を続けられるように」支援するサービスです。

��
�����

�����
�������������

サ ービ ス 内 容

①
障
害
者
等
の
生
活
に
関
す

る
様
々
な
課
題
の
相
談
を

受
け
る
基
本
相
談
支
援

②
障
害
児
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
申
請
す
る
際
に
必
要
と

な
る
計
画
相
談
支
援

③
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
の

確
認
と
生
活
状
況
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ 

な
ど

就
労
支
援
事
業
は
、
国
が
進
め
る
雇
用

政
策
の
一
つ
で
す
。「
就
労
移
行
支
援
」、

「
就
労
継
続
支
援
」、「
就
労
定
着
支
援
」に

分
け
ら
れ
、
目
的
に
応
じ
て
、
障
害
者
が

就
職
に
必
要
な
知
識
や
能
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

「
就
労
移
行
支
援
」
は
、
就
労
を
希
望

す
る
障
害
者
を
対
象
に
、
就
職
す
る
た
め

の
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、
生
活
リ
ズ

ム
の
安
定
や
必
要
な
就
労
ス
キ
ル
や
知
識

向
上
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。「
就
労
継
続

支
援
」
は
、
就
職
が
困
難
な
障
害
者
を
対

象
に
働
く
場
の
提
供
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。「
就
労
定
着
支
援
」
は
、
就
職
し
た

障
害
者
が
就
労
先
の
労
働
環
境
や
業
務
内

容
に
順
応
し
、
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
相
談
や
雇
用
し
た
企
業
へ
の
訪
問
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。 

人
を
財
に
、
心
に
寄
り
添
っ
た
支
援
で

株
式
会
社
ハ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
で
は
、
専

門
職
に
よ
る
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
、

就
労
移
行
支
援
は
も
と
よ
り
、
そ
の
先
に

あ
る
就
業
を
目
指
し
ま
す
。
就
労
定
着
支

援
で
は
、
ご
本
人
と
企
業
と
の
調
整
や
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
安
定
し
て「
長
く
働

き
続
け
ら
れ
る
」よ
う
、
そ
の
方
の
心
に

寄
り
添
い
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
社
会
の

ニ
ー
ズ
が
沿
う
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

人
と
企
業
が
共
に「
繋
が
り
」「
栄
え
る
」

株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
で
は
、
適

切
な
支
援
に
よ
り
雇
用
契
約
を
結
ん
で
就

労
の
機
会
や
就
労
に
必
要
な
訓
練
を
行
う

就
労
継
続
支
援
事
業
Ａ
型
と
、
雇
用
契
約

を
結
ば
ず
に
就
労
の
機
会
や
就
労
に
必
要

な
訓
練
を
行
う
Ｂ
型
の
事
業
所
が
あ
り
ま

す
。
各
事
業
所
で
は
、
ご
本
人
の
適
性
や

目
標
に
応
じ
た
働
き
方
で
、
就
労
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
一
企
業
と
し
て
、

そ
こ
に
就
労
す
る
一
人
ひ
と
り
の
力
が
繋

が
り
、
そ
の
成
長
が
企
業
の
繁
栄
と
な
る

場
で
も
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
就

労
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
視
野
に
技
能
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

障
害
者
就
労
支
援
部
門

就
労
定
着
支
援
、就
労
移
行
支
援
、

　
　
　
就
労
継
続
支
援
Ａ
型・Ｂ
型

サービス内容

①
　

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な

技
能
習
得

②
働
く
場
の
紹
介
・
就
職
と

定
着
支
援

③
生
産
活
動
を
通
じ
た

自
立
支
援 就労移行支援を経て、デイサービスを利用しない日は

環境整備スタッフとして就労に励まれる様子

地
域
の
応
援
団
を
つ
く
る
お
手
伝
い

商品の陳列を練習する様子



PRIDEsign_Vol.113_2022 8

interview

二神社長に聞いた障害福祉サービスのこと

社会参加につなぐ
ワンストップ型の
事業モデル構築へ

農福連携に
協力してくれる
応援団募集！

なぜ働くのか？
対価を得る以上に
大事なこと

持続可能な社会保障制度の仕組みを
最短の道で作るために

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
現
役
世
代
が
減

少
し
て
い
く
今
後
を
考
え
る
と
、
人
口
推

移
・
人
口
比
率
に
相
応
し
い
社
会
保
障
の

仕
組
み
を
作
り
、
持
続
可
能
な
制
度
に
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
必
要
な
こ
と
の
一
つ
が
、
現
役
世
代

で
中
途
障
害
を
負
っ
た
方
、
障
害
の
あ
る

お
子
様
や
大
人
の
方
の
社
会
参
加
や
就
労

を
支
援
し
、
制
度
の
支
え
手
側
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
始
め
た
経
緯
は
違

い
ま
す
が
、よ
り
包
括
化
し
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
全
世
代
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

仕
組
み
に
切
り
替
え
、
介
護
事
業
と
も

ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
る
。
そ
ん
な
事
業
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
令
和
８
年
度
の
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の

事
業
モ
デ
ル
を
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
作
り
の
一

環
と
し
て
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

が
、
農
福
連
携
の
「
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
」

で
す
。
品
質
の
良
い
商
品
づ
く
り
が
で
き

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
次
は
理
解
を
広
げ
る

取
り
組
み
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
費
者
を
増
や
す
こ
と
は
、
実
は
社
会
保

障
の
仕
組
み
を
支
え
る
と
い
う
役
割
も

担
っ
て
お
り
、
将
来
の
日
本
を
作
る
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
構

造
を
理
解
し
て
、
ぜ
ひ
ス
タ
ッ
フ
と
読
者

の
方
に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
を
受
け
入

れ
て
も
い
い
と
お
考
え
の
事
業
者
・
一
般

企
業
を
ご
存
知
の
読
者
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、
私
た
ち
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
対
応
し
ま

す
。
定
着
支
援
ま
で
行
い
、
就
職
後
の
定

着
率
は
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

さ
ら
に
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
普
遍
的

な
価
値
を
広
め
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
働
く
こ
と
の
価

値
、
そ
れ
は
対
価
を
得
る
こ
と
以
上
に
、

人
に
認
め
ら
れ
、
人
の
役
に
立
ち
、
人
に

感
謝
さ
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
３

つ
は
幸
せ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
こ
と
だ
と
言

わ
れ
、
生
き
る
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
で
あ
り
、
そ
こ
に
目
を
向
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

職
業
訓
練
や
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
に
は
障
害
者
手
帳
が
必
要
で
す

が
、社
会
に
用
意
さ
れ
た
資
源
と
と
ら
え
、

一
時
的
に
制
度
を
使
っ
て
い
た
だ
く
。
就

労
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
働
き

が
い
、
生
き
が
い
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

規
則
正
し
い
生
活
で
、
よ
り
元
気
に
。
や

り
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ
と
は
、
健
康
で

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
の
秘
訣
で
も
あ

る
の
で
す
。
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介 護 す る 人 も 、さ れ る 人 も

心豊かな生活を送るための

介
護
介
護

知
恵
知
恵

仕 組 み 編

介
護
保
険
は
、40
歳
に
な
る
と

全
員
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
保
険
で
、

原
則
と
し
て
公
的
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
の
は
65
歳
以
上
の
人
で
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

ま
だ
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
も

生
涯
、保
険
料
を
支
払
う
仕
組
み
で
す
。

介
護
保
険
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
、

制
度
改
正
な
ど
の
変
化
に
も
対
応
が
必
要
で
す
。

介
護〝
す
る
〞側
も
、〝
さ
れ
る
〞側
も

お
互
い
に
心
の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る

介
護
の
知
恵
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

のの

介護の
おさらい

社会問題を解決する
ために登場した

介護保険制度
90年代に入り介護は家族（特に女性)に負担
が大きいことや、寝たきり、病院が介護の
必要な方で占められる社会的入院などを解
決するために考え出されたのが「公的介護保
険」です。介護保険法の成立は1997年12月。
その後、細部の詰めや実施体制の整備をし、
この制度が施行されたのは、2000年4月の
ことです。※㈱創心會は1996年創業です。

介
護
保
険
制
度
は
、
今
後
の
介
護
保
険
の
取

り
巻
く
状
況
や
実
情
に
合
っ
た
も
の
に
す
る
た

め
見
直
し（
介
護
保
険
法
の
省
令
改
正
）が
行
わ

れ
、
そ
れ
に
伴
い
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

見
直
し
は
、
厚
生
労
働
省
が
開
く
社
会
保
障
審

議
会
の
介
護
保
険
部
会
が
介
護
保
険
制
度
を
、

介
護
給
付
費
分
科
会
が
運
営
基
準
や
介
護
報
酬

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
議
論
に
基
づ
き
、
方
針

が
決
定
さ
れ
た
後
、
施
行
さ
れ
ま
す
。
介
護
保

険
制
度
・
報
酬
改
定
は
3
年
ご
と（
診
療
報
酬

改
定
は
2
年
ご
と
）に
行
わ
れ
ま
す
。

改正・改定が行われます

制度は定期的に

され

介護保険制度を知る

介護の知恵／仕組みmemo.01

「地域共生社会の実現」が
キーワード

感染症や災害への対応力強化
一般介護予防事業との推進や総合事業の推進等

地域包括ケアシステムの推進
PDCAプロセスの推進、データ利活用の推進等

自立支援・重度化防止の取組の推進
介護サービス基盤の整備と高齢者向け住まいの
質の確保等

介護人材の確保・介護現場の革新
認知症バリアフリー／予防／早期発見・早期対応／
介護者（家族）支援／共生等

制度の安定性・持続可能性の確保
人手不足におけるサービスの質の維持・向上の
ためのマネジメントモデル構築等

今の介護保険制度　　   つのポイント5

1

2

3

4

5

※令和3年度制度改正

見直し

介
護
保
険
制
度
、介
護
報
酬
の

次
の
改
定
は
2
0
2
4
年
度
で
す

Check!
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A.

A.A.

保険料を納めている人

財源は、保険料と税金が半分ずつ。
利用者が自己負担する1～3割以外の
費用はここから支払われています。

介護保険は

支える仕組みです

社会全体 で

お金の流れを知る

介護の知恵／仕組みmemo.02Q 人には聞きにくいけど

知っておきたい
介護のこと

今
の
介
護
保
険
の

状
況
は

ど
う
で
す
か
？

国
が
全
国
集
計
し
た
介
護
保
険
事
業
状
況

報
告
に
よ
る
と
、
要
介
護
・
支
援
認
定
者
の

数
は
、約
6
6
9
万
人（
令
和
元
年
末
）で
す
。

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
2
0
0
0
年
と

比
較
す
る
と
、
約
3
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
況
で

す
。
介
護
、
医
療
、
年
金
な
ど
の
社
会
保

障
費
は
、
1
2
4
兆
円（
令
和
元
年
度
）に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
国
は
、
介
護
予
防
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
増
え
続
け
る
介
護
給
付
を
抑
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

Q.

わ
た
し
た
ち
が

制
度
改
正
に

対
し
て

で
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

制
度
改
正
に
は
、
実
情
に
合
っ
た
適
切
な
決

定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、
常
に
改
正
を
議
論
す
る
会
議
の
内
容

に
つ
い
て
目
を
凝
ら
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

や
地
域
の
利
益
に
な
る
よ
う
選
挙
や
署
名
で

意
思
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
者
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
、
会
議
へ
の
提
言
、
意

見
書
の
提
出
、
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
な

ど
国
の
研
究
調
査
協
力
、
業
界
団
体
や
種
別

協
議
会
及
び
職
能
団
体
を
通
じ
た
政
治
活
動

や
選
挙
活
動
な
ど
、
よ
り
多
く
の
声
を
国
会

や
内
閣
、行
政
へ
届
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Q.

在宅サービス
訪問介護、通所介護等

地域密着型サービス
看護小規模多機能型居宅介護、
認知症対応型通所介護等

※施設等給付の場合は
　国20％、都道府県17.5％原則、年金からの天引き

国民健康保険・
健康保険組合など

22年
間で3倍に！

施設サービス
介護老人福祉施設、
介護老人保健施設等

介護保険は
三者で

成り立っている

介
護
保
険
は
、
高
齢
者
等
の
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
介
護
保

険
制
度
を
運
営
す
る
自
治
体（
保
険
者
）、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
、
そ
し
て
40
歳
以
上
の
加
入
者
。
介
護

保
険
は
、こ
の
三
者
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
仕
組
み
が
複

雑
で
す
。
し
か
し
、
事
業
者
任
せ
に
す
る

の
で
は
な
く
、
利
用
す
る
側
も
で
き
る
だ

け
正
し
い
情
報
を
収
集
し
て
適
切
な
判
断

が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

被保険者

サービス事業者

ケアマネジャー

第1号 被保険者
65歳以上の人

第2号 被保険者
40歳～65歳までの人

要介護認定を
受けている人

サービス利用者から
ケアプランの作成や相談、
関係機関への手続きや
調整を行う
介護保険の専門家

国
25%

都道府県
12.5%

市町村
12.5%

第2号 被保険者
40～64歳の人

27%

人口比に
基づき設定

第1号 被保険者
65歳以上の人

23%

介護サービスを提供する事業者は、
サービスの種類ごとに定められた基準を満たし、
事業所ごとに自治体の指定を受けることが
必要とされています。

・介護保険者証の交付
・要介護認定

介護保険
サービスの提供

介護給付費（介護報酬）の請求

介護給付費（介護報酬）の支払い税金
50％

保険料
50％

ひとくちメモ

WHO（世界保健機関）で
は、総人口のうち65歳以上
が占める割合が21％を超え
る社会を超高齢社会として
います。日本は28.4％で4人
に1人が高齢者という超高
齢社会です。

日本は超高齢社会

保険者（市町村）

自己負担費用の
支払い（1～3割）

・介護保険料の支払い
・要介護認定の申請
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私
は
猫
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
人
も
猫
も
自
然

体
で
、
お
互
い
の
存
在
を
受
け
入
れ
て
共
生
し

て
い
る
様
子
は
心
地
よ
い
な
あ
と
感
じ
ま
す
。

以
前
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
買
う
の
で
は
な
く
、

家
族
と
相
談
し
て
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
保
護

さ
れ
て
い
た
猫
を
譲
り
受
け
ま
し
た
。
こ
の
猫

の
存
在
が
障
害
の
あ
る
弟
に
も
良
い
役
割
と

な
っ
て
、
家
族
皆
の
癒
し
で
す
。
人
と
人
だ
け

で
な
く
、
人
も
動
物
も
共
存
で
き
る
社
会
環
境

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
ズ

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
̶Sustainable D

evel-
opm

ent G
oals

】
世
界
共
通
の
合

言
葉
と
し
て
、
2
0
1
5
年
9
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
加
盟
国
の
前
回
一

致
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発

目
標
。
思
想
や
文
化
、
人
種
や
国
を

超
え
て
、
よ
り
よ
い
未
来
に
し
て
い

く
た
め
の
17
の
目
標
で
す
。
企
業
や

個
人
、
大
人
や
子
ど
も
な
ど
、
年
齢

や
立
場
に
よ
っ
て
で
き
る
行
動
は
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
な
ら

ど
う
す
る
か
。
そ
れ
を
一
人
ひ
と
り

が
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で

は
、
創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
体
現
し
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す
。

よ
り
よ
い
未
来
へ
の
つ
な
が
り
、
可

能
性
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

@SOUSHINKAI

東谷  知恵（ひがしたに ちえ）
創心会リハビリ倶楽部®笠岡 勤務
精神保健福祉士、社会福祉士
生活力デザイナー３級プロフェッショナル 取得

2012年県立広島大学保健福祉学部保健福祉学科を
卒業。就職は経済と福祉の両立を目指して活動できる
営利法人を志望。2012年創心會に入社、デイサー
ビス創心会リハビリ倶楽部新涯に配属。2013年
創心会リハビリ倶楽部笠岡に異動。生活相談
員、フロアリーダー職、笠岡市の通所サー
ビス事業所連絡会の役員を経て、現在は管
理者として事業運営の他、社内の委員会に
も従事。

笠岡湾を臨む白亜の建物。デイサービスの他にも居宅介護支援、訪問看護
ステーションが併設された複合施設です。施設内は、手すりや通路幅を最
小限にし、在宅環境で自立する力を引き出す仕掛けがあり、専門職による
個別機能訓練や助言を行います。近くにはグループ法人の圃場や青果加工
場の他、就労支援事業所があり、社会参加や生きがいの支援をします。

活動・参加型
デイサービス リハビリ倶楽部®笠岡

おかえり食堂は、ご利用者様の社会参加、地域住民間の距離を近づける絶好の機会

寄
贈
品
に
は
、
当
事
業
所

の
栄
養
士
ら
が
献
立
レ
シ

ピ
や
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
同
封
し
ま
し

た
。
皆
で
助
け
合
い
元
気

づ
け
た
い
で
す

■場所／〒714-0055  笠岡市生江浜826番地
■電話／ 0865-66-2101 ■FAX ／ 0865-66-2131
■営業／ 8：30 ～ 17：30［サービス提供時間／ 09：30 ～ 16：40］
■休み／日曜日、年末年始（12月31日～ 1月3日）

料
理
を
す
る
時
は
お
味
噌
汁
を
作
る
の

で
す
が
、
廃
棄
し
な
い
よ
う
に
冷
蔵
庫
内

の
余
り
食
材
を
活
用
す
る
よ
う
意
識
し
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
勉
強
や
仕
事
の
際
に

は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
よ
く
買
う
の
で
す
が
、

カ
カ
オ
の
原
産
国
の
労
働
環
境
の
こ
と
を

考
え
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
の
一

人
と
し
て
、
ま
ず
は
廃
棄
を
減
ら
す
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

▼ Higashitani Chie

共
存
・
共
生
で
き
る
社
会
に

ま
た
自
宅
の
水
道
ト
ラ
ブ
ル
で
、
1
週

間
も
水
が
使
え
な
い
不
自
由
さ
を
経
験
し

ま
し
た
。
食
事
や
ト
イ
レ
、入
浴
等
々
、災

害
で
避
難
生
活
を
す
る
と
き
に
一
番
必
要

な
も
の
は
水
だ
と
思
い
ま
し
た
。
水
や
電

気
な
ど
、
限
り
あ
る
資
源
を
無
駄
使
い
し

な
い
よ
う
に
心
が
け
、
そ
れ
を
支
え
る
た

め
の
公
共
料
金
は
適
切
に
負
担
し
合
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

03
File no.

File no.03

管
理
者
や
生
活
相
談
員
の
仕
事
を
す
る

上
で
大
切
に
し
て
い
る
協
調
性
は
、
学
生

時
代
に
吹
奏
楽
部
で
培
い
ま
し
た
。
ご
利

用
者
様
に
接
す
る
際
も
、
自
ら
が
率
先
し

て
元
気
に
振
る
舞
う
こ
と
で
、
少
し
で
も

明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で

あ
る
た
め
に
も
朝
御
飯
を
食
べ
る
習
慣
は

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
管
理
者
に
な
り
た

て
の
頃
、
書
類
業
務
に
追
わ
れ
、
困
っ
て

い
た
際
に
周
囲
の
方
か
ら
「
大
丈
夫
？
」

と
気
遣
い
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

大
変
有
難
か
っ
た
で
す
。
介
護
は
人
の
悩

み
や
生
き
づ
ら
さ
に
寄
り
添
う
仕
事
。
悩

み
を
抱
え
込
ま
ず
、
頼
れ
る
仲
間
を
つ

く
っ
て
心
に
余
裕
を
つ
く
る
こ
と
も
、
今

は
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

自
分
を
律
し
て
、
人
の
生
活
を
支
え
る

17

で
き
る
こ
と
か
ら
、
少
し
ず
つ
で
も
始
め
た
い

6

12

3 2リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
笠
岡
で
は
、「
自
分
自
身
の
で
き
る
こ
と
に

気
付
け
る
」・「
自
信
が
持
て
る
」・「
可
能
性
を
抱
け
る
」・「
自
分
ら

し
さ
が
出
せ
る
」を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
し
て
、
ご
利

用
者
様
と
ス
タ
ッ
フ
が
互
い
に
成
長
し
あ
え
る
場
所
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
「
ど
根
性
フ
ァ
ー
ム
」「
リ

ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
」
と
の
就
労
支
援
事
業
と
連
携
し
た
共
生
型
の

サ
ー
ビ
ス
を
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
事
業
構
想
も
今
後
は
益
々
重

要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援
制
度
と
介
護
保

険
制
度
の
利
用
者
が
、
そ
の
生
活
目
標
に
応
じ
て
相
互
に
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
で
き
る
こ
と
を
当
然
と
思
え
る
仕
組
み
を
創
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
内
容
の
改
善
、

今
以
上
に
個
別
性
を
備
え
た
自
立
支
援
が
適
切
に
提
供
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
経
営
基
盤
も
強
靭
で

あ
る
た
め
に
、
や
る
べ
き
こ
と
は
多
数
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
施
設
は
地
域
の
交
流
拠
点
や
居
場
所
と
な
れ
る
場
所

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
個
食
・
孤
食
対
策
と
高
齢
者
の

役
割
創
出
に
と
４
年
前
か
ら
始
め
た「
お
か
え
り
食
堂
」は
、
通

算
25
回
以
上
開
催
。
参
加
者
も
徐
々
に
増
え
て
き
た
矢
先
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
現
在
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

社
会
不
況
の
影
響
を
受
け
、
金
銭
的
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
学
生

に
食
料
品
や
日
用
品
を
寄
贈
す
る
支
援
と
し
て
「
食
の
支
援
事
業

（
主
催
：
笠
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
）」
に
昨
年
か
ら
参
画
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
課
題
に
対
し
て
、
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
取
り
組
み
た
い
で
す
。

誰
も
が
可
能
性
を
抱
け
る
未
来
へ

10

11

17

8

15

4地
域
の
中
で
、私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
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投
稿
紹
介

創
心
會
の
笑
顔

このコーナーでは川柳や俳句、短歌を（ご自身の作品で未発表のもの）募集しております。投稿されたものは、社外報やウェブサ
イト等に掲載することがありますので、ご了承ください。審査員がじっくりと選ばせていただいております。わからないことはお
近くのスタッフ、または広報CSR部までお問い合わせください。ぜひ皆様の投稿を楽しみにしております。

次回テーマ

梅雨
次回締切：2022年4月30日土
投稿方法：投稿用紙に作品を書いて
 ◎投稿箱 または、
 ◎FAX（086-428-0946）
 に投稿をしてください

雪
と
け
て

　は
ず
か
し
そ
う
に

　座
褝
草

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部
茶
屋
町
　
安
藤
寿
美
子

カ
ー
テ
ン
に

　み
つ
吸
う
メ
ジ
ロ
の

　影
映
す

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
洲
　
岡
田
良
平

コ
ロ
ナ
禍

　三
年
の
び
た
同
窓
会

　こ
の
春
に
は

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部
茶
屋
町
　
花
野
貞
子

春
の
風

　し
っ
か
り
歩
け
と

　背
中
押
す

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部
茶
屋
町
　
大
森
美
子

梅
の
木
は

　寒
咲
き
花
で

　春
告
げ
る

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
笹
沖
　
野
路
昭
雄

そ
よ
風
が

　仮
り
寝
の
猫
を

　そ
っ
と
な
で

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
益
野
　
岩
井
宏
枝

愛
犬
や

　春
光
嬉

　窓
際
へ

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
邑
久
　
山
根
洋
子

見
渡
せ
ば

　パ
ス
テ
ル
色
に

　染
ま
る
春

そ
う
し
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
茶
屋
町
　
篠
原
み
ど
り

初
び
な
や

　曽
孫
ほ
っ
こ
り

　え
く
ぼ
笑
む

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部（
笹
沖
）　
藤
原
恒
子

広
大
な

　菜
の
花
畑
で

　孫
を
探
す
こ
と
に
全
集
中

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
玉
島
　
樋
口
亮
吾

佳　作

入　選

グ
ラ
ン
プ
リ

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部
茶
屋
町

中
山

　泳
一

ひ
な
祭
り

　内
裏
び
な
よ
り

　孫
の
顔

準
グ
ラ
ン
プ
リ

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
高
松
中
央

遠
藤

　
　徹

今
回
は
177
句
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
次
回
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
の
玄
関
や

フ
ロ
ア
に
あ
り
ま
す

テ
ー
マ  

　春

体
を
動
か
し
て
い
る
と
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
、

笑
顔
も
出
て
き
ま
す
ね
。

創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
笑
顔
が
素
敵
な
方
を
紹
介
し
ま
す
。 皆

さ
ん
の
笑
顔
が

私
た
ち
の
栄
養
で
す

※撮影のため、マスクを外している場合があります

ラ
ン
ド
セ
ル

　い
と
こ
ど
う
し
の
孫
た
ち
に

　
　今
年
も
買
う
よ

　色
さ
ま
ざ
ま
に

百
年
煌
俱
楽
部
平
田
　
木
村
ふ
み
子

梅
の
木
の

　花
ひ
ら
き
つ
つ

　春
つ
げ
る

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部
茶
屋
町
　
鎌
田
慈
祥

髪
切
っ
て

　楽
し
い
春
を

　待
っ
て
ま
す

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
秋
山
佐
和
子

た
ん
じ
ょ
う
び

　３
月
生
ま
れ
の

　「は
る
お
」で
す

リ
ハ
ビ
リ
倶
楽
部
児
島
　
千
崎
治
男

瀬
戸
の
海

　雷
音
遠
く

　鯛
の
春

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
洲
　
大
塚
重
清

春
近
し

　ぬ
る
む
水
辺
に

　鴨
の
群

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
高
松
中
央
　
大
濱
敏
信

ね
こ
や
な
ぎ

　音
の
乱
れ
し

　春
の
川

元
気
デ
ザ
イ
ン
俱
楽
部
総
社
　
渡
邉
雅
章

れ
ん
げ
草

　小
さ
き
手
で
編
む

　首
飾
り

百
年
煌
倶
楽
部
平
田
　
冨
谷
豊
稔

孫
と
祖
母

　野
道
ス
キ
ッ
プ

　春
う
ら
ら

リ
ハ
ビ
リ
俱
楽
部
邑
久
　
浮
田
富
子

春
映
え
や

　お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の

　泳
ぐ
池

百
年
煌
俱
楽
部
平
田
　
平
松
幹
也

ひ
い
孫
に

　ゆ
め
さ
く
さ
く
ら

　も
ら
う
ゆ
め

百
年
煌
俱
楽
部
平
田
　
木
村
敏
子

人
生
の

　冬
を
超
え
れ
ば

　春
は
来
る

元
気
デ
ザ
イ
ン
倶
楽
部
茶
屋
町
　
小
引
仁
志

こ
れ
か
ら
の

　人
生
航
路
に

　櫻
咲
け

【
講
評
】人
生
の
道
の
り
を
航
路
に
な
ぞ
ら
え
、新
た
な
門
出
や
節
目
の
季
節
で
も
あ
る
春
を
祝
う
作
者
の
優
し
さ
と
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
は
な
む
け
の
句
に
、

　
　
　審
査
員
が
満
場
一
致
で
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
講
評
】幼
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
飾
ら
れ
る
ひ
な
人
形
と
、そ
れ
を
見
て
喜
ぶ
お
孫
様
。

　
　
　ひ
な
人
形
よ
り
も
お
孫
様
の
笑
顔
が
一
番
愛
ら
し
い
と
微
笑
む
家
族
の
団
欒
が
目
に
浮
か
び
、ほ
っ
こ
り
と
い
た
し
ま
し
た
。

し
ゅ
ん
こ
う
う
れ
し

創心會児島地域リハビリケアセンター　センター長　中間 公一（なかま こういち）

リハビリ倶楽部 邑久

百年煌倶楽部 茶屋町 元気デザイン倶楽部（笹沖）

五感リハビリ倶楽部 益野 百年煌倶楽部 平田 リハビリ倶楽部 益野

リハビリ倶楽部 陵南

リハビリ倶楽部 笹沖

リハビリ倶楽部 笠岡

元気デザイン倶楽部 茶屋町

リハビリ倶楽部 茶屋町

五感リハビリ倶楽部 岡南
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社外報 読者アンケート vol.113

（※） 複数のご応募は無効とさせていただきます
 必ずご記入ください

氏　　名

年　　齢

住　　所

□ ～20代　□ 30代　□ 40代　□ 50代　□ 60代　□ 70代　□ 80代　□ 90代～

フリガナ
電話番号

郵便
番号 市　　　　　　　　　　　区

□ 通所
□ 訪問
□ その他

メールアドレス

ご利用施設やサービス 区分 ご希望
プレゼント
番号（※）

□ ご利用者様
□ ご家族様
□ その他（　　　　　 ）

創心會グループ社外報 PRIDEsign を読む頻度について教えてください。
（該当する番号に〇をつけてください）

1. 今回はじめて　　2. 毎号読んでいる　　3. たまに読んでいる

Q1

本誌で掲載している記事や内容はいかがですか？
（該当する番号に〇をつけてください）

1. とても良い　　2. 良い　　3. 普通　　4. 悪い　　5. とても悪い

Q2

本誌で興味深かった・面白かった記事にチェックしてください。（複数選択可）

□ 表紙　 　 　 　 　 　 　 　 　 □ ど根性ファーム 10 周年記念

□ 介護の知恵（仕組み編）　　 □ 部門紹介　　□ SDGs な人　

□ 創心會の笑顔　　　 　　  □ 投稿紹介　　□ 健康「家トレ倶楽部」

□ 読者プレゼント　　　　　 □ 撮影秘話　　□ TOPIC NEWS

Q3

その他、今後読みたいテーマやご意見・ご要望をお聞かせください。Q4

キ
リ
ト
リ
線

トレーニング2 家
ト
レ
倶
楽
部

い
つ
の
間
に
か
猫
背
に
な
っ
て
い
る
人
は
要
注
意
！

猫
背
に
な
る
と
、
転
倒
す
る
危
険
性
が
高
く
な
っ
た
り
、
誤
嚥
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
今
回
は
猫
背（
円
背
）の
予
防
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
え

生活の質を
保つための

健康

●

●
疾患がある方は、かかりつけ医や専門職にご相談ください。
運動時に痛みや動機がある場合は中止してください。

 

注意点

猫
背
予
防

猫背予防運動
背中のストレッチ

森本 直人(もりもと なおと)
創心會訪問看護リハビリステーション　理学療法士　

予防・改善には、毎日忘れず体操を
することが重要です。

ゆっくり深呼吸をしながら、
無理なくコツコツ行いましょう

いそがずゆっくり

行いましょう

YouT
ubeで

動画公
開中！

家トレ
倶楽部

http://pr6.space/0/家トレ

うつ伏せからおへそを中心に上体を起こして胸を張ります。
このとき顎は少し引いてください。

丸めたタオルを背中に沿うように縦に置きます。
その上にあおむけになり、顎を引き、タオルを
肩甲骨で挟むようにして、胸を張ります。

20秒
×

3セット

10秒
×

3セット
え
ん
ば
い

トレーニング1
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口
紐
で
し
ば
る

こ
と
が
で
き
ま
す

プライドデザイン vol.113　撮影秘話

本誌の表紙モデルに立候補され、今回の撮影を楽しみにされていたという森川様。元自
衛官らしく、ご自身のテーマカラーであるオリーブドラブ色のトップスに、ご愛用のハッ
トをお持ちくださいました。私たちが到着した時には、既に森川様は撮影場所で待機し
てくださっており、その様は心静かに次なる職務遂行への準備を待つ自衛官時代を彷彿
といたしました。いざ撮影が始まると、引き締まった空気から打って変わり、親しみあ
る和やかな表情を沢山見せてくださいました。撮影の合間には、職員からの声かけに微
笑みながら、終始リラックスされており、表紙にはそんな森川様の春の陽だまりのよう
な柔らかな表情のお写真をチョイスしました。

創心会リハビリ倶楽部®茶屋町　森川 信一 さま

PRIDEsign Vol.113
PRESENT

読者  　プレゼント

応募締切：2022年4月30日（当日消印有効）

読者の皆さまのお声をぜひお聞かせください。
P.17のアンケートにお答えいただいた方の中から

抽選でこちらの商品をプレゼントします。

3

足のお悩みを持つ方や高齢者が安心して履いてい
ただける靴「あゆみ」シリーズでお馴染みの徳武
産業様オリジナルのシューズバッグです。口紐を
巾着のように結ぶことができるので、靴入れとし
てだけでなく貴重品や着替えなど、普段使いにも
優れたバッグです。

ベッド上の誤嚥リスク低
減や褥瘡予防のサポート
するベッドをはじめ、マッ
トレスや周辺機器まで幅
広く取り扱われる株式会
社プラッツ様が創業30周
年を迎えられました。そ
こで、PRIDEsignの読者の
皆様にアニバーサリーを
祝して作成された肩にか
けれるオリジナルの不織
布バッグをプレゼントし
てくださいました。

2
株式会社トヨタレンタリース岡山様 御協賛
TOYOTA Rental&Leasing×ONSAYA COFFEE
ドライブブレンド（コーヒーバッグ×３袋、他）

創心會グループがお世話になっているトヨタレンタリース
岡山様がONSAYA COFFEE様とコラボしたオリジナルブ
レンドのコーヒーバッグと沢山のオリジナルグッズをセット
です。コーヒーは車の運転を快適にしてくれるスペシャル
ブレンドで、作り方はティーバッグと同じで簡単！コーヒー
オイルが楽しめるので、とっても美味しいと評判です。

1

18名様

10名様

40名様

徳武産業株式会社様 御協賛
シューズバッグ

（サイズ：横37cｍ×縦41cｍ）

株式会社プラッツ様 御協賛
30周年記念 不織布トートバッグ

（サイズ：横28.5cm×縦39cm×マチ8cm）

（表）

（裏）

アンケートにご協力をいただいた方々に心から感謝申し上げます。

皆様からいただいたご意見やご指摘につきまして、真摯に受け止めると共に
改善努力を継続していくことで皆様にご満足いただける誌面を目指してまいります。

今後もよりご満足いただけるよう努めてまいりますので、
引き続き貴重なご意見をいただけますようお願いいたします。

倉敷市茶屋町 2102-14
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社外報「PRIDEsign」vol.113
2022年4月号プレゼント係

のりしろ㋔と貼り合わせてください

の
り
し
ろ
㋓
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

の
り
し
ろ
㋒
と
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

個人情報保護に関して、広報誌を発刊するにあたり、創心會グループでは、ご利用者様をはじめとす
る全ての創心會グループに関係する方々の個人情報の保護が重大であると考え、「個人情報の保護に
関する法律」に基づき、お預かりした個人情報について、以下のとおり適正かつ安全に管理・運用す
ることに努め、次に挙げる利用目的の範囲内で、個人を特定できない形で処理した統計データとして
利用いたします。　■個人情報の取得と利用目的／①プレゼントの抽選、当選商品発送のため　②バッ
クナンバーの発送のため　③広報誌発行に伴う連絡・DM、各種お知らせ等の配信・送付のため　
④創心會グループからのセミナー、キャンペーン等イベントのご案内のため　⑤読者様からのお問い
合わせ・ご依頼へのご回答のため　⑥個人を特定しない形式の統計資料作成のため　■共同利用す
る個人情報等の項目／創心會グループは、個人情報（氏名、住所、電話番号、年齢、メールアドレス）
を次のグループ会社間で前述した利用目的で共同利用する場合があります。　①共同利用する者の範

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

令
和
５
年
9月

30日
ま
で

（
切
手
不
要
）

囲／株式会社創心會、株式会社ハートスイッチ、社会福祉法人創心福祉会、株式会社リンクスライヴ、
合同会社ど根性ファーム、合同会社連、そうしんクリニック茶屋町　②共同利用の管理責任者／株式
会社創心會　【連絡先】〒710-1101 倉敷市茶屋町2102-14　株式会社創心會（広報・CSR部 河﨑崇
史）　代表取締役社長 二神雅一　TEL：086-420-1500　■第三者提供／創心會グループは、ご本
人の事前の同意を得た場合、法令に基づく場合その他法律上認められている場合を除き、個人デー
タを第三者へ提供することはしません。　■開示請求／貴殿の個人情報について、ご本人には、開示・
訂正・削除・利用停止を請求する権利があります。手続きにあたっては、ご本人確認の上、対応させ
ていただきますが、代理人の場合も可能です。詳細については、以下「個人情報相談窓口」へご連絡
ください。【個人情報相談窓口】〒710-1101 倉敷市茶屋町2102-14　創心會グループ個人情報問い
合わせ窓口　TEL：086-420-1500　FAX：086-428-0946　E-mail：info@soushinkai.com

封筒でご送付の場合、切手は不要です

倉
敷
局
承
認

1078

氏名や住所など、はっきりご記入いただけますと幸いです。
この読者アンケートは、ファックスまたは封書としてご利用いただけます。

ファックスの場合はP.17のみご送信ください。

山折り❸山折り❸

山折り❷山折り❷

山折り❶山折り❶

キ
リ
ト
リ
線



講
座
で
は
実
際
に
市
街
地
や
観
光
地
に

赴
き
、
多
様
な
視
点
を
学
び
ま
す

0 50 100 150 200 250（件）

家族旅行

個人旅行

小集団旅行
（２～９人）

集団旅行
（10～30人）

218

57

185

113

行きたい
61.8％

必要
42.2％

行きたくない
38.2％

必要ない
57.8％

感
染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
内
覧

会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
既
に
3
0
0
名
超
の
方
に

ご
予
約
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

４
月
は
新
し
い
出
発
の
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
当
該
施
設
の
開
設

に
よ
り
、
株
式
会
社
創
心
會
の
事

業
所
数
は
55
に
増
え
ま
す
。
私
た

ち
創
心
會
グ
ル
ー
プ
は
、
今
後
も

地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
安

全
で
安
心
で
き
る
在
宅
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
４
月
１
日
、
創
心

会
リ
ハ
ケ
ア
ベ
ー
ス
大
安
寺
が
岡

山
市
北
区
日
吉
町
に
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
す
。
同
社
で
は
既
に
、
訪

問
看
護
、
居
宅
介
護
支
援
・
介
護

予
防
通
所
介
護
・
通
所
介
護
・
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
サ
ー
ビ

ス
を
岡
山
市
内
に
備
え
て
お
り
、

当
該
施
設
の
開
設
に
よ
っ
て
入
院

や
病
気
を
機
に
状
態
が
一
気
に
悪

化
し
や
す
い
高
齢
者
の
ケ
ア
に
つ

い
て
、
今
ま
で
以
上
に
包
括
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
３
月

15
日
・
18
日
・
19
日
の
３
日
間
、

包
括
的
リ
ハ
ビ
リ
ケ
ア
を
目
指
し
た

高
齢
者
向
け
複
合
型
施
設
が
誕
生
！

約
半
数
が
旅
行
の
付
き
添
い
に
専
門
職
が
必
要

S O U S H I N K A I  G R O U P  T O P I C  N E W S

株
式
会
社
ハ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
で

は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
旅

行
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
協
会
か
ら
委
託

を
受
け
、「
旅
行
介
助
士
養
成
講

座
」
を
２
０
２
０
年
よ
り
開
講
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が

制
限
さ
れ
る
中
、
要
介
護
者
や
障

害
者
の
旅
行
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に

も
変
化
が
あ
る
と
考
え
、
当
事
者

の
想
い
を
知
る
た
め
の
「
旅
行
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
株
式
会

社
創
心
會
の
ご
利
用
者
様
を
対
象

に
実
施
し
、
８
９
８
件
も
の
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
参
考
に
、
誰
も

が
安
心
し
て
旅
行
が
で
き
る
未

来
と
旅
行
介
助
士
の
活
躍
の
場

を
創
出
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。

創心会リハケアベース大安寺

株式会社 ハートスイッチ

Q

Q

Q今後、旅行の機会があれば
行きたいですか？

旅行の付き添いに介護の
専門職は必要ですか？

高
齢
者
・

障
害
者
の

旅行の種類・人数について、 一つお選びください

2022年 5月開催　旅行介助士養成講座
株式会社ハートスイッチ  ☎086-420-1600お問い合わせ
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